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　ハイマックスは1976年の創業以来「公明正大」
「自主独立」の精神に則った運営に努め、企業向
けの基幹システム開発を中心に事業を展開してい
ます。
　当社は、これまで蓄積した重点業種（銀行・証
券・保険・クレジット・公共・流通）の業務ノウ
ハウと優れた技術力でシステム構築の全領域（企
画、設計・開発から稼働後のメンテナンス）に対
しサービスを提供。また、その内容はアプリケー
ション開発からシステム基盤、業務自動化まで広
範囲にわたります。その結果、20年以上継続取
引している顧客企業は、売上高の7割以上を占め
ています。

システム・ライフサイクルの各領域に
わたり高付加価値ソリューションを提供

割当基準日3月末日

社会貢献型QUOカード
1,000円分 � （100株以上）
2,000円分 � （200株以上）
3,000円分 （600株以上）
4,000円分 � （1,000株以上）
※�公益社団法人国土緑化推進機構「緑の募金」への
寄付付き

　当社が属する情報サービス産業は、社会・経済
を支える必要不可欠なインフラを構築する業界で
す。主な顧客は、競争力の強化や将来の成長のた
めに新しいデジタル技術を活用し、戦略的に新た
な付加価値を生み出していく、いわゆるデジタル
トランスフォーメーション（ＤＸ）に積極的に投
資している企業です。現在、当社はさらなる「人
材育成」や「新技術の研究開発」への重点投資を
継続し、既存の受託開発事業の拡大に加え、ＤＸ
案件の受注拡大を目指しています。私たちは、絶
え間ない自己革新を通じて、お客さまのビジネス
の成功に貢献する“Your best partner.”であり続
けます。

■設立：1976年5月
■資本金：689百万円
■市場：東証プライム
■決算月：3月
■発行済株式数：12,412千株
■従業員数：890人

■お問い合わせ先
〒220-6216
神奈川県横浜市西区
みなとみらい2-3-5　
クイーンズタワーC棟
㈱ハイマックス　
TEL.045-201-6655（代表）
https://www.himacs.jp/ 

（2022年3月末日現在）

↑「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

↑「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

←ノンブル確定したら
「000」トル

1,410
円

2022.8.31
終値

1,000
円

東証
プライム

通期

4299

42.0
円

3.0
％

2023.3�(予)�

3月末日 

2023.3�(予)�

情報・通信業

決算期 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3（予）

売上高
（百万円） 14,834 15,342 15,431 16,681 17,750

経常利益
（百万円） 993 1,017 1,369 1,719 1,770

1株当たり
利益（円） 73.6 71.2 94.8 104.6 104.4

1株当たり
配当金（円） 50.0 50.0 25.0 40.0 42.0

（分）2020年10月1日、1：2
※1株当たり利益は、2020年10月1日の株式分割が2019年3月
　期の期首に行われたものと仮定し算定
※�2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用。
同期以降の業績は当基準等適用後の数値
＊2023年3月期の予想値は、2022年7月29日の公表値

代表取締役社長

中
なか

島
じま

 太
つよし

ハイマックスの事業・サービス領域
　当社がターゲットとする基幹システムは、システム化計画の企画・立案から始まり、開発フェーズ
に移り、稼働後のメンテナンスへと進展いたします。そして、メンテナンスを継続していく過程で次
期システムの企画が立ち上がるというライフサイクルになっています。

企画フェーズ メンテナンスフェーズ

設計・開発フェーズ

当社のバリュー・ソリューションサービス
システム化計画の企画に対するコンサルティングから、設計・開発・テスト・導入に関して
メインフレーム系からインターネット基盤関連技術まで、一貫したサービスを提供します。

次期システム
提案営業

メンテナンス企画 システム稼働設計・開発

システム・
ソリューションサービス

システム・
メンテナンスサービス

記

※内容は基本的に2022年8月31日現在の公表情報をベースとして掲載

株主優待

投資家の皆さまへ 業績

配当
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割当
基準日

市場
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読者プレゼント

割当基準日3月末日

自社製品
3,500円相当 （100株以上）
7,000円相当 （200株以上）
10,000円相当 （400株以上）
※3,500円相当：自社製品

※7,000円相当：自社製品の詰め合わせ3コースから選択
または社会貢献団体への寄付

※�10,000円相当：7,000円相当（3コースから選択また
は社会貢献団体への寄付）に加えて3,000円相当の自
社製品

　当社は業祖 森下博が「社会への奉仕」を信念に創業し、
2023年に創業130年を迎えます。人々の健康や豊かな
暮らしの一助となる製品を提供し続け、中でも懐中の総
合保健薬として1905年に発売された「仁丹」は、その
後口中清涼剤として親しまれているロングセラー商品で
す。また、ビフィズス菌を生きたまま腸まで届ける機能
性表示食品「ビフィーナ®」シリーズは乳酸菌・健康食品
市場において25年連続売上No.1* を獲得しています。
　ヘルスケア事業では、主力商品がアジアを中心に海外
販路を拡大する一方、近年はローズヒップなどの機能性
素材が伸びており、BtoBビジネスも進展しています。
また、カプセル受託事業では、独自開発の「シームレス
カプセル技術」が医薬品・食品から産業用にまで用途を
広げ、販路としてもグローバルな展開を強めています。
＊出典：富士経済「H・B フーズマーケティング便覧 1998 ～ 2022」　機能志向食品編整腸効果乳酸菌類メーカーシェア（1996 ～ 2020年実績）ビフィーナ®シリーズ全体での売り上げ（旧商品も含む）

仁丹の包んで守る技術を発展させた「シ
ームレスカプセル技術」。粉末、液体、
微生物などあらゆるものを包むことが
でき、皮膜の調整により、医薬品から、
食品、産業用まで幅広い分野へ展開し
ている。

製剤開発による 
オープンイノベーション
当社は世界的な化粧品メー
カーとの共同研究により、
植物由来の化粧品有用成分
を皮膜に用いたシームレス
カプセル「アクティブデリ
バリーカプセル」の開発に
成功しました。

大腸送達性製剤の研究を 
推進
当社は、大腸まで到達する
ことが確認されたカプセル
製剤を用いて、腸内フロー
ラを改善する有用素材など
の機能性研究を推進してい
ます。

医薬品、医療機器、サプリメントなど
の開発・製造を行う。主力商品の「ビ
フィーナ®」などの健康食品を製造販売
しているほか、大手飲料・食品メーカ
ー向けに独自素材ローズヒップ由来テ
ィリロサイドなどの供給も行っている。

森下仁丹を
もっと知る 

カプセル受託事業

ヘルスケア事業

ロングセラー商品の海外販路を拡大する一方、
原料販売など新規のビジネスも伸長

カプセル技術の新たな試み

売上高構成比
（2022年3月期）

74.9%

25.0%

財務データは基本的に連結（配当金のみ個別）の実績直近4期分を記載しており、予想1期分の数値記載については、各掲載企業の任意となっています。また、1株当たり配当金の「特」は特別配当込み、「記」は記念配当込
みであることを指します。業績についての掲載内容は各企業から情報提供を受けて制作したものですが、最新の情報についてはご自身でご確認をお願いいたします。

　当社グループは創業以来、事業の基本方針（社
是）として「原料の精選を生命とし、優良品の
製造販売。進みては、外貨の獲得を実現し、広
告による薫化益世を使命とする」を掲げてきま
した。人々の生活様式や価値観は変化し、過去
に比して、目覚ましい技術革新による利便性の
向上が垣間見える現代においても、高い志と独
自性、スピード感を持ち、引き続き従業員一丸
となって「社会課題の解決」に向けて邁進し、
さらに社会から必要とされる存在となれるよう、
力を尽くしていきます。株主・投資家の皆さま
には、今後ともより一層のご支援、ご協力をお
願いいたします。

■設立：1936年11月
■資本金：3,537百万円
■市場：東証スタンダード
■決算月：3月
■発行済株式数：4,150千株
■従業員数：348人　

■お問い合わせ先
〒540-8566
大阪府大阪市中央区玉造1-2-40
森下仁丹㈱　総務部
TEL.06-6761-1131（代表）
https://www.jintan.co.jp/ 

（2022年3月末日現在）

↑「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

↑「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

←ノンブル確定したら
「000」トル

1,909
円

2022.8.31
終値

3,500
円

東証
スタン
ダード

通期

4524

37.5
円

2.0
％

2023.3 (予)�

3月末日 

2023.3�(予)�

医 薬 品

決算期 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3（予）

売上高
（百万円） 10,090 9,774 9,429 9,563 10,000

経常利益
（百万円） 449 507 253 340 320

1株当たり
利益（円） 86.4 79.1 50.6 69.5 57.9

1株当たり
配当金（円） 37.5 37.5 37.5 37.5 37.5

※�2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適
用。同期以降の業績は当基準等適用後の数値

＊2023年3月期の予想値は、2022年8月9日の公表値

代表取締役社長
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司
じ

https://yutai.net-ir.ne.jp/company/4299/
https://quote.nomura.co.jp/nomura/cgi-bin/parser.pl?TEMPLATE=nomura_tp_kabu_01&QCODE=4299
https://www.himacs.jp/



